選手各位
愛知県ボディビル・フィットネス連盟
理事長　井村 博一
注意とお願い
昨年、ボディビル競技は多くのドーピング違反者を出し、大変不名誉なことだと感じていますが、これは逆にボディビル競技からドーピング違反者を無くしたいというJBBFの強い意思の現れでもあります。
アンチドーピングの取り組みに必要なのは、選手個々の意識です。
ドーピングに限らずルールを曲げて迄、自分の成績を優先するものは、もはやスポーツとは言えない卑怯な行為だと認識を強くして下さい。
さらに、たとえ意図したものでなく、不注意による違反でも、罰則は同じです。
日頃から、特にサプリメントや治療用の薬であっても注意を払って下さい。
持病の治療薬については、それに替わる物が無い場合、申請が必要となります、以下を参考にして下さい。
http://www.playtruejapan.org/disclosure/2013_tue/
コンテストでのマナーと評価について
コンテストで、客席から見ていて見苦しいのは、選手の動作です
舞台袖から出た瞬間から、審査は始まっており、審査員が評価を落とす部分を説明します。
　・舞台に出てからポジションに着くのが遅い
　・ラインナップが奇麗に出来ていない、(審査に入れないし時間の無駄)

　・左右入れ替え等の動作が遅すぎる
  ・コールされてから前に出てくる動作が遅い
　・ポーズの取り始めが遅く、プレポーズ等がやたらと多い
　・バラバラ、のたのたと退場する
これらの動作も審査されるのが解っていません。当然減点され、今年はこれらを厳しく審査員に指導します。
コンテストも競技なのです
他のスポーツの競技会と比べてみて下さい、自分達の行動がコンテストの印象を作り、スピードアップに繋がるのが解るはずです。
ABBFでは、審査員の指導会も毎年行っており、選手に信頼される審査員を育成するため、審査員も努力しています。
役員、スタッフ、選手、全員がコンテストを良くするか悪くするか、同じ役割と責任を持っているのです。
